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平
成
３０
年
４
月
か
ら
今

ま
で
市
町
村
で
運
営
し
て

い
た
ủ
国
民
健
康
保
険
事

業
Ứ
が
県
に
移
管
さ
れ
ỏ

県
が
統
括
す
る
こ
と
に
よ

り
ỏ
そ
れ
ま
で
市
町
村
間

で
大
き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
ỳ

た
国
保
税
の
平
準
化
が
出

来
る
事
ỏ
国
と
の
連
携
が

取
り
や
す
い
事
ỏ
急
激
な

医
療
費
の
増
に
も
会
計
規

模
が
大
き
い
為
に
市
町
村

へ
の
影
響
が
少
な
い
事
ỏ

な
ど
多
く
の
メ
リ
ỽ
ト
が

生
ま
れ
ま
す
Ố

し
か
し
ỏ
現
状
は
各
市

町
村
の
前
年
に
支
払
わ
れ

た
医
療
費
や
総
合
健
診
受

診
率
な
ど
に
よ
り
ỏ
県
へ

の
納
付
金
額
が
決
め
ら
れ

ま
す
Ố
松
川
町
と
し
て
は

い
ỳ
そ
う
の
医
療
費
削
減

や
健
康
施
策
の
取
り
組
み

に
努
力
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
Ố
な
お
ỏ
県
に
移
管

し
ま
し
た
が
ỏ
実
際
の
医

療
機
関
へ
の
支
払
い
や
国

保
税
徴
収
な
ど
は
ỏ
従
来

ど
お
り
松
川
町
役
場
で
す
Ố

今
年
度
は
年
々
医
療
費

が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る

事
ỏ
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
８
ỏ０
０
０
万
円
が
可
能

な
こ
と
な
ど
か
ら
ỏ
昨
年

と
同
率
と
な
り
ま
し
た
Ố

世帯割

（一率）

被保険者
人数割り

世帯の国保
利用者数

資産割

固定資産税を
基に算定

所得割

前年の所得を
基に算定

13,200円15,000円5.00％5.00％医療分

5,100円6,500円5.00％2.55％支援分

4,900円7,200円5.0％2.3％
介護分

対象
40才～64才

ࠃ
อ
੫
ỳ
ͯ
ỏ
Ͳ
ͷ
Α
͏
ʹ
ܾ
Ί
Δ
ͷ
ʁ

松
川
町
の
国
保
会
計
を

運
営
し
て
い
く
た
め
の
令

和
元
年
度
の
予
算
は
ỏ
１２

億
７
ỏ０
０
０
万
円
で
す
Ố

そ
の
収
入
源
は
県
か
ら

の
支
出
金
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
ỏ
元
と
な
る
の
は
国

保
税
で
す
Ố

色
々
な
収
入
を
合
わ
せ

て
１２
億
７
ỏ０
０
０
万
円

に
足
り
な
い
金
額
が
ủ
国

保
税
Ứ
と
し
て
加
入
者
か

ら
徴
収
さ
れ
ま
す
Ố

今
年
度
ỏ
集
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
国
保
税
は
ỏ

２
億
３
ỏ４
０
０
万
円
で

す
Ố２

億
３
４
０
０
万
円
ử

国
保
加
入
世
帯
数
×
各
世

帯
の
国
保
税

ớ
下
記
の
合
計
金
額
が
各
世

帯
の
国
保
税
に
な
り
ま
す
Ờ

財
布
が

大
き
く
な
り

財
政
が

安
定
し
ま
す

国保加入者

保険料
納付

医療サービス

医療費の
支払い

納付金の納付医療費の支払い

新たな
仕組み

財
政
支
援

（ ）（ ）（ ）

（ ）



3 松川町議会だより 2019.7.15 No.144

2,500
24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度

2,700
2,900
3,100
3,300
3,500
3,700
3,900
4,100
4,300
（人）

退職 一般
307

3,720

271

3,673

226

3,591

172

3,482

100

3,408

48

3,301

12

3,177

国保会計の被保険者数と医療費の推移
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軽
減
は
被
保
険
者
人
数

割
り
と
世
帯
割
に
対
し
て

行
わ
れ
ỏ
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
７
割
ỏ
５
割
ỏ
２

割
が
軽
減
さ
れ
ま
す
Ố

な
お
ỏ
１
人
世
帯
や
２

人
世
帯
で
後
期
高
齢
者
医

療
に
１
人
が
移
ら
れ
た
世

帯
な
ど
に
は
ỏ
さ
ら
に
軽

減
が
あ
り
ま
す
Ố

軽
減
分
に
つ
い
て
は
ỏ

国
か
ら
交
付
税
処
置
が
あ

り
ỏ
国
保
会
計
に
入
り
ま

す
Ốࠃ

ຽ
݈
߁
อ
ݥ
ͷ

ݱ
ঢ়
ͱ
ỏ
͜
Ε
͔

Β国
保
が
ỏ
他
の
共
済
保

険
や
協
会
健
保
と
大
き
く

違
う
点
は
何
で
し
Ỷ
う
か
？

そ
れ
は
ỏ
加
入
者
は
定

年
退
職
後
の
高
齢
者
が
圧

倒
的
に
多
く
ỏ
働
く
世
代

の
加
入
者
で
も
ỏ
失
業
者

や
社
会
保
険
に
加
入
で
き

な
い
雇
用
形
態
の
人
な
ど

が
多
い
事
で
す
Ố

現
役
世
代
の
加
入
者
が

大
多
数
の
他
の
健
康
保
険

組
合
と
比
べ
て
ỏ
高
齢
者

が
多
い
事
は
罹
病
率
も
高

く
な
り
医
療
費
も
高
水
準

と
な
り
ま
す
Ố

そ
し
て
ỏ
生
活
基
盤
の

脆
弱
な
加
入
者
が
多
い
国

保
は
ỏ
高
額
な
国
保
税
が

大
き
な
負
担
と
な
り
生
活

を
圧
迫
し
て
い
る
と
い
う

状
況
も
あ
り
ま
す
Ố

町
で
は
被
保
険
者
の
減

少
も
進
ん
で
お
り
ỏ
平
成

２４
年
の
４
ỏ０
２
７
人
か
ら

平
成
３０
年
に
は
３
ỏ１
８
９

人
に
な
り
ま
し
た
Ố

こ
れ
は
ỏ
社
保
加
入
の

増
加
ỏ自
営
業
者
の
減
少
ỏ

７４
歳
ま
で
の
高
齢
者
の
減

少
な
ど
が
理
由
で
す
Ố

町
で
は
各
戸
へ
保
健
師

の
派
遣
や
歯
周
病
健
診
補

助
な
ど
の
施
策
を
行
い
ỏ

健
康
増
進
に
努
め
て
い
ま

す
Ố
引
き
続
き
医
療
費
の

増
大
を
防
ぐ
為
の
施
策
の

推
進
が
望
ま
れ
ま
す
Ố

加入者は年々減少しています。

24 年度 25 年度 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

（千円）

↑
14,046

748,780

↑
14,585

776,544

↑
12,723

805,998

↑
11,392

829,709

↑
12,047

↑
11,361

784,891 737,901

↑
10,843

79,133 88,695
89,013

109,205
105,401

88,378
85,137

714,067

高額医療費 療養費（針灸あんま） 療養給付費

平成２７年度をピークに医療費が減少傾向にあります。
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十分な協議なく上程。やむなく承認。十分な協議なく上程。やむなく承認。

令和元年度 第1回 一般会計補正予算
総額約 1億3,000万円

新
し
く
就
任
し
た
宮
下
町
長
の
出
席
を
求
め
ỏ
最
初
の
定
例
会
が
６
月
６
日
か
ら

２４
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
Ố
本
年
度
一
般
会
計
他
３
特
別
会
計
の
補
正
予
算
が
上
程
さ

れ
ỏ
担
当
常
任
委
員
会
で
審
査
Ố
２４
日
本
会
議
に
て
討
論
の
末
ỏ
原
案
通
り
可
決
Ố

最
低
賃
金
の
改
善
や
中
小
企
業
支
援
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択
と
し
た
Ố

一般会計（第１回）補正予算概要
（単位：千円）（1）歳入

主な増減内容補正額科目

・特別交付税（＋20,741）20,741地方交付税

・地方創生拠点整備交付金（＋9,240）

39,417国県支出金
・プレミアム付商品券事業助成金（＋13,670）

・地域発元気づくり支援金（＋5,939）

・発掘調査関係委託金（＋7,574）

・プレミアム付商品券販売収入（＋35,000）35,500諸 収 入

・総合交流促進施設観光拠点（梅松苑）整備事業
▷ 辺地対策事業債（＋9,200）

12,200町 債
・子育て支援センターおひさま空調設備整備事業
▷ 緊急防災・減災事業債（＋3,000）

（単位：千円）（2）歳出

内 容補正額事 業 名科 目

各種証明書をコンビニエンスストアで取得でき
るシステムを構築32,590

戸籍等証明書コンビニ交付金
システム構築事業

総 務 費

住民税非課税の方や、３歳児未満の子育て世代
に対し、消費税率引上げによる家計への負担や
影響を緩和することを目的にプレミアム付き商
品券事業を実施

48,672プレミアム付き商品券事業民 生 費

農業担い手の確保・育成を目的として、地域お
こし協力隊制度を活用した就農希望者を募集。
農業研修及び農業経営全般の研修

4,446
松川町版農業担い手育成支援事
業農 林 水 産

事 業
梅松苑の交流棟（喫茶リフレ）の改修、キャン
プ用シャワー棟の整備18,480

総合交流促進施設観光拠点
（梅松苑）整備事業

飯島町と協力して、登山道と山小屋の整備4,444
鳥帽子岳～越百山登山
道整備事業
[地域発元気づくり支援金事業]

商 工 費

災害時における消防団、救助用資機材を整備5,584
消防団救助能力向上
資機材緊急整備事業

消 防 費

馬坂遺跡の発掘調査7,574馬坂遺跡発掘調査教 育 費

★
デ
マ
ン
ド
交
通
★

○

色
々
な
交
通
手
段
が
あ

る
が
実
証
実
験
で
高
齢
者

の
足
を
確
保
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
Ố
森
谷
議
員

○

一
日
も
早
く
運
行
コ
ồ

ス
の
体
制
を
作
る
為
に
も

今
回
の
予
算
の
承
認
が
必

要
で
あ
る
Ố

島
田
議
員

○

デ
マ
ン
ド
交
通
と
い
う

も
の
を
住
民
に
広
く
理
解

し
て
い
た
だ
く
機
会
と
な

る
と
確
信
し
て
い
る
Ố

坂
本
議
員

●

計
画
案
と
し
て
は
不
十

分
で
あ
る
Ố
実
証
実
験
計

画
を
改
め
て
き
ち
ん
と
し

た
も
の
に
し
て
報
告
も
必

要
Ố

黒
澤
議
員

●

計
画
が
不
十
分
で
煮
詰

ま
ỳ
て
い
な
い
Ố
９
月
補

正
で
十
分
に
間
に
合
う
Ố

き
ち
ん
と
し
た
も
の
を
提

出
す
る
よ
う
に
Ố中

平
議
員

●

先
に
予
算
を
通
し
て
か

ら
手
法
を
考
え
る
方
法
は

議
会
と
行
政
の
関
係
が
根

本
か
ら
成
り
立
た
な
く
な

る
Ố

松
井
議
員

★
そ
の
他
の
事
業
★

●

コ
ン
ビ
ニ
交
付
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ồ
カ
ồ
ド
が
無
い

と
受
け
ら
れ
な
い
Ố
カ
ồ

ド
交
付
数
が
少
な
い
の
が

問
題
で
あ
る
Ố
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
に
つ
い
て
は
２

万
円
を
出
し
て
町
民
の
生

賛

成

反

対

討

論

反

対

活
に
役
に
立
つ
か
が
疑
問
Ố

発
掘
調
査
は
全
て
が
終
了

し
た
と
こ
ろ
で
報
告
書
を

作
る
べ
き
で
あ
る
Ố

佐
藤
議
員

●

新
規
就
農
者
支
援
を
目

的
と
し
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
予
算
計
上
も
完
全

と
は
言
え
な
い
事
業
内
容

で
あ
る
Ố

黒
澤
議
員



5 松川町議会だより 2019.7.15 No.144

補
正
予
算
総
括
質
疑


ࡦ
ఏ
ݴ

Α
͏

͘

࣮
ࢪ
ͷ
ӡ
ͼ

農
業
担
い
手
育
成
事
業

࣭


対
象
者
の
募
集
方

法
は
ど
の
よ
う
に
行
う
の

か
Ố
ま
た
応
募
見
込
み
が

あ
る
の
か
Ố

答
弁

あ
る
程
度
の
農
業

経
験
者
や
農
業
学
校
卒
業

者
を
タ
ồ
ゲ
ỽ
ト
に
ネ
ỽ

ト
募
集
を
考
え
て
い
る
Ố

採
用
年
齢
は
４０
歳
以
下
を

目
標
Ố
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
活
動
状
況
か
ら
１０
％

程
度
の
希
望
者
が
見
込
ま

れ
る
Ố

࣭


新
規
就
農
者
の
住

宅
確
保
の
今
後
の
見
通
し

は
Ố
担
い
手
の
サ
ポ
ồ
ト

体
制
と
し
て
里
親
制
度
や

篤
農
家
の
サ
ポ
ồ
ト
を
考

え
な
か
ỳ
た
の
か
Ố

答
弁

今
後
に
つ
い
て
は

応
募
状
況
に
よ
り
空
き
家

な
ど
の
活
用
を
検
討
し
た

い
Ố
里
親
制
度
や
篤
農
家

の
サ
ポ
ồ
ト
は
今
の
と
こ

ろ
計
画
は
し
て
い
な
い
Ố

地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
た

だ
き
ỏ
地
域
の
皆
さ
ん
に

育
て
て
い
た
だ
く
Ố
そ
う

い
う
機
運
を
醸
成
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
Ố

࣭


地
元
の
人
は
対
象

外
Ố
不
公
平
感
の
問
題
を

荒廃進む町の宝

ؼ

ศ
σ
Ϛ
ϯ
υ
Խ


·
͵
࣮
ূ
࣮
ݧ

地
域
公
共
交
通
事
業

࣭


事
前
に
協
議
を
深

め
て
予
算
計
上
す
る
べ
き

අ
༻
ର
ޮ
Ռ
ͷ
ݕ
ূ
Λ

梅
松
苑
整
備
事
業

࣭



交

流

棟

改

修
ỏ

シ
Ỿ
ワ
ồ
棟
整
備
に
多
額

の
予
算
が
計
上
Ố
毎
年
の

赤
字
が
解
消
さ
れ
ỏ
黒
字

に
転
じ
て
い
け
る
の
か
Ố

答
弁

生
田
地
区
の
活
性

化
の
施
設
で
あ
り
ỏ
赤
字

の
状
況
を
少
し
で
も
改
善

し
た
い
Ố

࣭


営
業
が
成
立
た
な

い
よ
う
で
は
維
持
は
困
難

だ
Ố
喫
茶
に
つ
い
て
は
ỏ

引
き
つ
け
る
目
玉
が
必
要

だ
が
Ố

答
弁

非
常
に
使
い
勝
手

Τ
Ξ
ί
ϯ
ઃ
ஔ
ͷ

༁


࣭


子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ồ
ủ
お
ひ
さ
ま
Ứ
と
ỏ

教
員
住
宅
に
エ
ア
コ
ン
の

設
置
が
計
上
さ
れ
て
い
る
Ố

そ
の
詳
細
は
Ố

答
弁

ủ
お
ひ
さ
ま
Ứ
の

交
流
広
場
に
ツ
イ
ン
型
一

基
Ố
集
い
の
広
場
と
事
務

室
に
各
一
基
業
務
用
タ
イ

プ
を
Ố
名
子
原
の
教
員
住

宅
４
棟
４
室
に
家
庭
用
を

計
画
Ố

ӳ
ޠ
ݕ
ఆ
ิ
ॿ

੍

ͷ
த



࣭


補
助
金
額
の
割
合

と
受
験
人
数
は
Ố

答
弁

一
年
度
当
り
ỏ
一

児
童
一
回
を
基
準
に
自
己

ਐ
Ή
ೝ



ͷ
ର
Ԡ


包
括
的
支
援
事
業

࣭


認
知
症
対
策
事
業

は
非
常
に
大
事
で
あ
る
Ố

現
状
と
今
後
に
つ
い
て
Ố

答
弁

高
齢
者
に
占
め
る

認
知
症
ỏ
日
常
生
活
自
立

度
２
Ａ
以
上
の
方
は
４
５

０
名
で
ỏ
約
１
割
の
方
が

発
症
し
て
い
る
Ố
関
係
部

署
と
の
連
携
強
化
を
図
る

と
と
も
に
ỏ
認
知
症
保
険

へ
の
加
入
や
模
擬
訓
練
の

研
究
を
進
め
て
い
く
Ố
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ỻ
に
つ
い
て

は
ỏ
他
地
区
へ
の
波
及
を

今
年
度
研
究
課
題
と
し
た

い
Ố

ど
う
解
消
す
る
の
か
Ố

答
弁

財
政
的
に
有
利
な

も
の
を
活
用
し
た
い
Ố
担

い
手
事
業
と
し
て
総
額
の

な
か
で
計
画
し
た
Ố
執
行

す
る
な
か
で
周
知
を
図
ỳ

て
い
き
た
い
Ố

だ
Ố
全
協
で
も
多
く
の
議

員
か
ら
価
値
あ
る
実
証
実

験
が
求
め
ら
れ
て
い
る
Ố
修

正
し
な
い
で
実
施
す
る
の

か
Ố

答
弁

な
る
べ
く
早
い
時

期
に
実
証
運
行
し
た
い
思

い
が
あ
り
提
案
し
た
Ố
内

部
で
詰
め
た
が
ỏ
今
回
は

こ
の
ま
ま
で
上
程
を
お
願

い
し
た
い
Ố

が
悪
く
ỏ
ま
た
観
光
窓
口

と
し
て
も
改
修
が
必
要
だ
Ố

観
光
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ồ

や
町
の
観
光
資
源
と
の
連

携
を
図
る
な
か
で
宿
泊
交

流
を
増
や
し
て
い
き
た
い
Ố

負
担
金
１
０
０
０
円
を
控

除
し
た
額
を
補
助
Ố

・
小
学
生
１
１
０
０
円

・
中
学
生
２
４
０
０
円

今
年
度
は
小
学
生
１
１
０

人
ỏ
中
学
生
２
０
０
人
分

を
計
上
し
た
Ố
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◎松川町土地開発公社の経営状況、平成３０年度事業報告及び決算内容について、令和元年度の

事業計画及び予算についての報告、説明があった。

◎チャンネルユーの経営状況、及び平成３０年度の決算についての報告及び説明があった。現在

のデジタル放送については、好評であるか、また現在の設備では４Ｋ８Ｋ放送に対応されて

いないので、どの程度の費用が必要か試算して提示するよう要望した。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
供
異
次
元
の
金
融
緩
和
僑
に
よ
っ
て
、

大
企
業
の
内
部
保
留
は
増
え
ま
し
た
が
、
労
働
者
の
実
質
賃
金

は
下
落
し
、
消
費
支
出
も
減
少
し
続
け
て
い
ま
す
。供
雇
用
の
流

動
化
僑
が
推
し
進
め
ら
れ
、
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
全
労
働
者

の
４
割
に
達
し
、
労
働
者
の
４
人
に
１
人
が
年
収
２
０
０
万
円

以
下
と
い
う
ワ
ー
キ
ン
グ
・
プ
ア
に
陥
っ
て
い
ま
す
。
貧
困
の

連
鎖
も
深
刻
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
お
り
、
２
０
１
８
年
の
改

定
に
よ
る
地
域
別
最
低
賃
金
格
差
は
時
間
休
で
２
２
４
円
ま
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。 

・
・
・
以
下
省
略
・
・
・

　

５
月　

日
議
会
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
た
。

２３

　

町
税
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
専
決
処
分
、
国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
改
正
に
伴
う
専
決
処
分
の
承
認
。
松
川
町
民
体
育
館
耐
震

補
強
工
事
請
負
契
約
の
締
結
事
項
が
上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全

員
の
賛
成
で
可
決
が
さ
れ
た
。

討　
　

論

賛　
　

成

焔
政
府
も
最
低
賃
金
１
、０
０
０
円
を
目
指
し
て
い
る
。
賃
金
を
引

き
上
げ
て
国
民
全
体
が
豊
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

松
井
議
員

焔
貧
困
の
連
鎖
と
云
う
こ
と
を
長
年
聞
い
て
い
る
。
飯
田
下
伊
那

郡
は
特
に
安
い
状
況
で
あ
る
。 

熊
谷
議
員

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書

　

町
税
条
例
の
一
部
改
正
は
住
宅

借
入
等
特
別
税
額
控
除
の
見
直

し
、
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
の
拡
充
な

ど
、
ま
た
軽
自
動
車
税
の
見
直
し

な
ど
が
な
さ
れ
た
。

　

平
成　

年
度
以
後
の
年
度
分

３１

個
人
の
町
民
税
に
つ
い
て
適
用
さ

れ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
条
例
に
つ

い
て
は
、
上
位
法
の
国
民
健
康
保

険
法
施
工
令
に
合
わ
せ
て
の
改
正

で
す
。

　

町
民
体
育
館
耐
震
工
事
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
度
都
市
再
生

３１

整
備
計
画
事
業
で
実
施
さ
れ
る
。

　

請
負
契
約
の
締
結
先
は
神
稲
建

設
株
式
会
社
、
契
約
の
金
額
は
消

費
税
込
み
で
２
億
７
、
９
４
０
万

円
で
す
。
施
工
期
間
は
令
和
２
年

３
月
末
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

間
、
町
民
体
育
館
の
使
用
が
で
き

な
く
な
る
。
そ
の
他
と
し
て
平
成

　

年
度
事
業
の
う
ち
次
年
度
に
繰

３０り
越
さ
れ
て
行
う
事
業
の
報
告
が

あ
っ
た
。

意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意

令
和
元
年　

第
２
回
議
会
臨
時
会

意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意
意意意意意意意意意意

令
和
元
年　

第
３
回
議
会
臨
時
会

人　事

〈同意事項〉

松川町副町長
令和元年7月8日
から4年間

久保　友二 氏
（新　任）

陳　　情
　

総
務
産
業
常
任
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
を
行
っ
た
。

最
低
賃
金
は
昨
年
２
０
１
８
年
に
改
訂
さ
れ
て
お
り
、最
低
賃

金
の
改
善
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
中
小
企
業
の
支
援
の

拡
充
に
つ
い
て
の
趣
旨
が
薄
く
、中
小
企
業
や
担
い
手
不
足
の

農
家
に
と
っ
て
、
大
き
な
影
響
が
あ
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　

採
択
の
結
果
、
当
委
員
会
で
は
反
対
４
賛
成
２
で
不
採
択

と
な
っ
た
。

娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃
娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

令 和 元 年　 第 ２ 回 定 例 会〈 主 な 報 告 事 項 〉
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議
会
の
う
ご
き

◎
広
域
連
合
の
議
会

　

飯
伊
の
市
町
村
の
人
口

割
に
よ
り
議
員
数
が
定
め

ら
れ
、
総
数　

人
、
う
ち

３３

松
川
町
か
ら
は
３
名
と

な
っ
て
い
る
。

◎
取
組
と
の
概
要

【
事
務
概
要
】

・
介
護
認
定
審
査
会
の
設

置
及
び
運
営

　

介
護
保
険
制
度
の
う

ち
、
介
護
認
定
審
査
会

を
設
置
し
、
審
査
判
定

を
行
う
。

・
障
が
い
者
支
援
事
業

　

障
が
い
者
支
援
区
分
の

判
定
及
び
審
査
事
務

・
障
が
い
者
相
談
窓
口

　

飯
伊
障
が
い
者
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー

　

飯
田
市
子
ど
も
発
達
セ

ン
タ
ー
ひ
ま
わ
り

・
広
域
的
な
課
題
の
調

査
・
研
究

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開

業
に
望
ま
れ
る
イ
ン
フ

ラ
整
備
研
究

・
そ
の
他
広
域
で
推
進
す

る
に
適
し
た
事
業
研
究

【
飯
田
広
域
消
防
】

・
消
防
関
連

【
飯
田
環
境
セ
ン
タ
ー
】

・
ご
み
処
理

・
し
尿
処
理

【
看
護
師
等
確
保
対
策
事
業
】

・
職
種

　

看
護
師
・
助
産
師
・
保

健
師
・
准
看
護
師

・
貸
与
対
象
者

　

看
護
師
等
の
養
成
学
校

に
在
籍
者

　

本
年
度
の
対
象
者
は　
１０

名
、貸
与
額
は
月
額
５

万
円

・
返
済
免
除
規
定

　

資
格
を
取
得
後
直
ち
に

南
信
州
圏
の
医
療
機

関
、
介
護
・
福
祉
関
係

機
関
へ
５
年
間
勤
務
す

る
こ
と
。

◎
当
面
の
主
要
課
題

　

「
南
信
州
広
域
連
合
基

本
構
想
・
基
本
計
画
」
に

基
づ
き
、
重
要
な
柱
と
し

て
「
定
住
促
進
」
を
掲
げ
、

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
・
三

遠
南
信
自
動
車
道
の
開
通

を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

地
域
づ
く
り
の
方
向
性
が

示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実

現
に
向
け
た
具
体
的
な
検

討
を
進
め
る
。

・
飯
田
広
域
消
防
高
森
消

防
署
は
、
北
部
地
域
の

防
災
拠
点
と
し
て
の
役

割
を
見
据
え
て
消
防
施

設
の
在
り
方
を
検
討
す

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、

高
森
消
防
署
の
建
屋
は

耐
久
時
期
を
迎
え
る
こ

と
と
、
立
地
が
災
害
時

に
冠
水
の
危
険
も
あ
り

検
討
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。

・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
に

つ
い
て
は
、
駅
周
辺
の

あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ

れ
ま
で
検
討
の
場
で
進

め
ら
れ
て
き
た
が
、
松

川
町
を
含
め
た
北
部
地

域
の
接
続
に
関
す
る
国

道
１
５
３
号
線
を
含
め

た
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
交
通
網
も
含
め
今

後
広
域
と
し
て
の
検
討

の
場
で
協
議
さ
れ
る
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

こ
れ
は
、
南
部
・
西
部

松
川
町
に
関
連
し
た

　
　
　
　
　
広
域
の
課
題

松
川
町
に
関
連
し
た

　
　
　
　
　
広
域
の
課
題

地
区
に
対
し
て
も
同
様

で
あ
る
と
考
え
る
。

・
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
松
川
壮
」
の
あ
り
方

も
検
討
の
時
期
と
な
っ

て
く
る
。

老朽化と冠水の危険

今
回
は
広
域
連
合
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

各
市
町
村
が
行
う
事
務
の
う
ち
、
広
域
で
処
理
す

る
こ
と
が
、
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
関

し
て
、
複
数
の
自
治
体
が
経
費
を
分
担
し
、
効
率
的

に
共
同
処
理
す
る
た
め
の
広
域
行
政
組
織
が
「
広
域

連
合
」
で
あ
る
。
法
律
上
、
特
別
地
方
公
共
団
体
と

し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
飯
伊
の
市
町
村
で
「
南
信
州

広
域
連
合
」
を
組
織
し
、
運
営
し
て
い
る
。

地
域
医
療
の
改
善
の
取
り
組
み
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調査・研究

　フォレストアドベン

チャー下付近の２２９号線

道路改良工事と、移設リ

ニューアルしたツリードー

ムのトイレや虫除けテラ

スの現地調査を行った。

１２日（水）に総務産業建設常任委員会、を行い、

分担し、能率的に処理するために設置された機関です。

総務産業建設
常任委員会

総務産業建設常任委員会社とは、総務課・まちづくり
政策課・産業観光課・環境水道課・建設課・会計室の
分野を担当しています。

➡

①観光費の登山道整備費４３２万

円について計画、目的、費用、

観光資源としての考えかたは

②農業振興費の農業担い手に特

化した地域おこし協力隊の募

集の方法は

③デマンド試験運行を生田地区

で行い、成果が出たら、ほか

の地域でも試験運行を行うの

か。スクールバスとは別に考

えるべき。「戸口から戸口へ」

のデマンド運行の基本に立っ

た考えは。また協議会に議員

も参加すべきなどと多くの意

見があるが

④中山間地活性化推進事業で梅

松苑の改修と整備は。シャ

ワー室のセキュリティは

①登山道整備、草刈り、木の伐採、倒木等の管理を山の会

の皆様にして頂いている。烏帽子岳より奥の登山道整

備、縦走に必要な整備計画で２１６万円、烏帽子の６合目

付近の登山道を少し下に付け替える計画で１２０万円、

９合目付近岩場にステップを造る工事費９６万円、今年

度で元気づくり支援金は終了、次年度以降は近隣市町

村と連携継続していく。

②ネットが中心になるが、農業者を募集する専用のサイ

トに登録し、就農相談会を関東圏、中京圏で行う。担い

手育成事業という固い名称を、「農業を松川町でやっ

てみませんか」ということを色濃く出した表現にして

いる。

③生田地域住民の声をよく聞き、よい形に持っていく実

証実験を行う。他の地区も地域性があり実証実験を参

考にし、行う形を考える。生田地区の意見では午前は

大島の方へ来る便はバスで、帰りはデマンドでという

声が多かった。業者の協力があり進めている。１０月よ

り実証運行に入るが、委員会で出された多くの意見や

要望等を踏まえ取り組んでいく。

④この事業は３年間の事業で、今年３基のテントの購入

と、ステージ後の水路の修繕を行う。シャワー室は男

女別を計画し、セキュリティは防犯カメラ等の設置を

検討していく。

質問・意見 答弁➡

テラスや専用トイレを完備したツリードーム 進む229号線改良工事
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　６月１０日（月）に社会文教常任委員会、６月
委員会ごとに現地調査を実施しました。
※常任委員会制度とは、多数の議案をそれぞれ担当部門別に調査を

➡

①住民票などのコンビニ交付システム導入

について具体的な計画は

②登下校安全マップ作業費と、ブロック塀

の危険箇所はどうするか

③消費税アップに伴いプレミアム商品券を

発行するが対象者の７０％で予算計上した

のは何故か。また国の方針以外で町独自

の基準のプラスを考えなかったか

④馬坂の文化保護調査費についてたびたび

予算計上されているが、今後どのように

進めるのか

⑤子育て支援センターおひさまのエアコン

設置について具体的にどのようになって

いるか

⑥介護保険事業では、家族の手助けとなる

位置検索システムについての広報と利用

促進が必要ではないか

①マイナンバーカードの取得が必要であるが、全

国のコンビニで住民票、印鑑証明、戸籍証明、税

証明が受けられるサービスを令和２年２月頃よ

り運用開始し利便性を高める。高森町、阿智村、

松川町共同で導入する為導入経費は抑えられ

ている。３町村で協議し出来るだけ安い利用料

金設定を考える。

②大判９０枚の作成費として計上、各家庭や住民向

け縮小版の作成は庁舎内で印刷し配布する。

　危険性のあるブロック塀については建設課と

相談の上対応する。

③過去の発行状況から、対象者の７０％で予算計上

したが、発行状況が予想を上回れば国へ追加交

付申請が可能である。町独自の基準については

考えなかった。

④新たに県の買収用地で遺跡発掘が行われる可

能性も若干あるが、今回の発掘調査が最終とな

る。今迄の発掘調査も含めて報告書を作成する。

⑤交流広場ツイン型一基、つどいの広場一基、事

務室一基をそれぞれに設置、いずれも冷暖房使

用可能である。

⑥利用を望まない方もいるが、包括支援センター

で家族や本人との話合いの中で利用促進をは

かる。

調査・研究
　午後より「親愛の里」
の視察及び運営状況につ
いて現地に出向き説明を
受けました。
　引続き「子育て支援セ
ンターおひさま」にてエ
アコン設置場所の確認を
行いました。

質問・意見 答弁➡

社 会 文 教
常任委員会

おひさまの交流広場にて

社会文教常任委員会とは、住民税務課・保健福祉課・
教育委員会及び議会事務局の分野を担当しています。

親愛の里の施設説明
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議議議議議議議議議議議議議議 決決決決決決決決決決決決決決 結結結結結結結結結結結結結結議　　決　　結　　果果果果果果果果果果果果果果果

令和元年第２回松川町定例会議決結果

内　　　　　　容結果件　　　　　　名

学校教育法の一部を改正する法律の改正による可決
松川町廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例

の制定について
条例

学校教育法の一部を改正する法律の改正による可決
松川町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の制定について

歳入の款変更 1,272,341千円とする可決国民健康保健事業特別会計補正予算（第1回）

令
和
元
年
度

補
正
予
算

歳出の款変更 1,288,606千円とする可決介護保険事業特別会計補正予算（第1回）

226千円を追加し161,744千円とする可決後期高齢者医療特別会計補正予算（第1回）

４月１日（月） 広報部会

　　５日（金） 広報部会

　　９日（火） 広報部会

　　１１日（木） 広報部会

５月８日（水） 議会運営委員会

　　１６日（木） 松川町国民健康保険運営協議会

　　２３日（木） 議会全員協議会

 第２回議会臨時会

　　２４日（金） 社会文教常任委員会

６月６日（木） 議会全員協議会

 第２回定例会本会議開会

６月１０日（月） 社会文教常任委員会

　　１２日（水） 総務産業建設常任委員会

　　１８日（火） 第２回定例会一般質問・広報部会

　　２４日（月） 議会全員協議会

 第２回定例会閉会

　　２６日（水） 広報部会

　　２６日（水） 議会全員協議会

７月２日（火） 第３回議会臨時会

４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月～～～～～～～～～～～～～～６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月 主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななな議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会日日日日日日日日日日日日日日４月～６月　　主な議会日程程程程程程程程程程程程程程程

●多数意見により議決されたもの

内　　　容結果

松
井
悦
子

間
瀬
重
男

島
田
弘
美

森
谷
岩
夫

熊
谷
宗
明

坂
本
勇
治

黒
澤
哲
郎

菅
沼
一
弘

中
平
文
夫

大
蔵　

洋

川
瀬
八
十
治

佐
藤
史
人

米
山
郁
子

件　　　　名

130,902千円を追加し

6,280,902千円とする
可決●○○○○○●●●○○●○一般会計補正予算（第１回）

令和元年度
補正予算

飯田下伊那地区労働

組合連合会より提出
不採択○●●●○○○●●●●●●

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を

求める意見書の採択を求める陳情
陳情

○ 賛成　● 反対

令和元年第２回松川町議会臨時会議決結果
内　　　　　　容結果件　　　　　　名

町民税・固定資産税・軽自動車税に関する経過措

置
承認松川町税条例の一部を改正する条例の制定について

専決処分

第2条第2項、第23条の改正承認松川町国民健康保険税条例に一部を改正する条例の制定について

町民税に関する経過措置可決松川町税条例の一部を改正する条例の制定について条例

神稲建設㈱と契約　　279,400千円可決
平成３１年度都市再生整備計画事業松川町民体育館耐震補強工事

請負契約の締結について
締結

令和元年第３回松川町議会臨時会議決結果
内　　　　　　容結果件　　　　　　名

久保友二氏(新任)同意松川町副町長の任命について選任
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2018 年度 政務活動費支給状況2018 年度 政務活動費支給状況2018 年度 政務活動費支給状況
（2018.4 月～ 2019.3 月）

※2018 年度 4月より政務活動費は後払い方式となっています。
◎ 政務活動費の請求から支払までの流れ

交
付
請
求
申
請
三
月

交
付
決
定
四
月

活
動
報
告
及
び
請
求
都
度

承
認
後
支
給
都
度

収
支
報
告
書
提
出
四
月

➡ ➡ ➡ ➡

ᶺ໊ࢯ݄ަ決ఆֹࢪॴ活ಈ༰活ಈ実ֹٻ請ܭ߹給ֹࢧ

40,665

9.329長野市長野市第四学校給食センター視察30.4.19

84,000米山 郁子1

7,820東京都自治体フェア（シェアリングエコノミーによる地域観光資源の活用と可能性）30.5.17

7,060長野市長野県ユニバーサルツーリズム推進会議（第1回）30.7.10

4,560松本市信州あいサポートフォーラム201830.11.1

11,896滋賀県市町村議会議員特別セミナー30.11.19〜20

未申請佐藤 史人2

未申請川瀬八十治3

未申請大蔵 洋4

55,885

25,423滋賀県第2回自治体決算の基本と実践行政評価を活用した決算審査30.7.25〜7.26

84,000中平 文夫5 18,620石川県社会福祉法人佛子園視察30.10.9〜10.10

11.842滋賀県市町村議会議員特別セミナー30.11.19〜11.20

18,62018,620石川県社会福祉法人佛子園視察30.10.9〜10.1084,000菅沼 一弘6

59,551

18,620石川県社会福祉法人佛子園視察30.10.9〜10.10

84,000黒澤 哲郎7 14,692滋賀県未来を繋ぐまちづくりのための情報収集とマネジメント力向上30.10.15〜10.16

26,239滋賀県市町村議会議員特別セミナー30.11.19〜11.20

44,776

18,620石川県社会福祉法人佛子園視察30.10.9〜10.10

84,000坂本 勇治8 14,476滋賀県未来を繋ぐまちづくりのための情報収集とマネジメント力向上30.10.15〜10.16

11,680滋賀県市町村議会議員特別セミナー30.11.19〜11.20

18,62018,620石川県社会福祉法人佛子園視察30.10.9〜10.1084,000熊谷 宗明9

84,000森谷 岩夫10

未申請島田 弘美11

84,000間瀬 重男12

84,000松井 悦子13

18,62018,620石川県社会福祉法人佛子園視察30.10.9〜10.1084,000米山 俊孝14
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交通弱者を救え
地域の公共交通を考える

ド
ア
to
ド
ア
の
実
現
へ

デ
マ
ン
ド
交
通
へ
の
取
り
組
み

皆
さ
ん
は
デ
マ
ン
ド
交

通
を
ご
存
じ
で
し
Ỷ
う
か
Ố

デ
マ
ン
ド
交
通
と
は

利
用
者
に
よ
る
予
約
や

要
望
が
あ
ỳ
た
時
に
の

み
運
用
す
る
公
共
交
通

シ
ス
テ
ム
で
す
Ố
タ
ク

シ
ồ
と
同
様
に
出
発
地

と
目
的
地
を
自
由
に
指

定
で
き
ỏ
乗
り
合
い
を

前
提
と
し
て
利
用
者
の

要
望
に
柔
軟
に
対
応
し
ỏ

路
線
バ
ス
程
度
の
低
料

金
で
利
用
で
き
る
交
通

シ
ス
テ
ム
を
言
い
ま
す
Ố

松
川
町
は
十
年
程
コ

ミ
ỿ
ニ
テ
ỹ
バ
ス
の
路
線

や
時
間
帯
の
検
討
・
変
更

を
行
ỳ
て
き
ま
し
た
が
ỏ

朝
晩
の
通
学
通
勤
の
利
用

者
は
あ
る
程
度
有
る
も
の

の
ỏ
昼
間
の
循
環
路
線
の

利
用
者
は
極
め
て
少
な
く
ỏ

空
席
で
の
運
行
も
見
受
け

ら
れ
ま
し
た
Ố

特
に
生
田
地
区
の
路
線

は
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
か
ら

バ
ス
停
が
遠
い
こ
と
と
ỏ

循
環
す
る
こ
と
で
目
的
地

ま
で
の
移
動
時
間
が
か
か

る
な
ど
の
利
用
し
に
く
い

環
境
が
有
り
ỏ
利
用
者
は

年
々
減
少
し
て
い
ま
す
Ố

私
た
ち
議
員
も
数
年
前

か
ら
ỏ
デ
マ
ン
ド
交
通
の

先
進
地
を
視
察
し
ỏ
松
川

町
に
あ
ỳ
た
デ
マ
ン
ド
交

通
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
Ố

先
進
地
で
は
自
宅
か
ら

目
的
地
ま
で
ỏ
目
的
地
か

ら
次
の
目
的
地
ỏ
最
後
は

自
宅
ま
で
と
い
ỳ
た
運
用

を
行
ỳ
て
い
る
自
治
体
も

増
え
て
き
ま
し
た
Ố

ま
た
町
で
は
昨
年
に
公

共
交
通
に
つ
い
て
の
ア
ン

ケ
ồ
ト
や
ỏ
住
民
か
ら
の

要
望
の
聞
き
取
り
調
査
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
Ố

松
川
町
も
よ
う
や
く
デ

マ
ン
ド
で
の
試
行
運
用
を

十
月
か
ら
始
め
よ
う
と
し

て
い
ま
す
Ố
六
月
の
定
例

会
で
の
説
明
で
は
ỏ
不
十

分
な
点
が
多
々
有
り
ま
す

が
ỏ
試
行
運
用
開
始
ま
で

に
検
討
を
重
ね
ỏ
少
し
で

も
住
民
の
利
用
し
や
す
い

公
共
交
通
に
向
け
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
Ố

議
会
で
行
ỳ
た

主
な
視
察
先

˔
京
都
府
京
丹
後
市
丹
後

町
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ỹ
ア
が

ド
ラ
イ
バ
ồ
と
し
て
ỏ
自

家
用
車
を
使
ỳ
て
地
域
住

民
や
観
光
客
を
運
ぶ
公
共

交
通
で
す
Ố
利
用
者
が
車

を
呼
ぶ
に
は
ỏ
ス
マ
ồ
ト

フ
Ỽ
ン
で
U
b
e
rớ
ウ
ồ

バ
ồ
Ờ
の
ア
プ
リ
を
使
ỳ

て
マ
ỽ
チ
ン
グ
ớ
配
車
Ổ

乗
車
Ờ
を
行
う
ỏ
I
C
T

を
活
用
し
た
先
進
的
な
シ

ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
て
い

ま
す
Ố
こ
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
を
利
用
し
た
ủ
公
共

交
通
空
白
地
有
償
運
送
Ứ

は
日
本
初
で
す
Ố

˔
沖
縄
県
南
城
市

デ
マ
ン
ド
交
通
ớ
お
で

か
け
な
ん
じ
ồ
Ờ

バ
ス
と
タ
ク
シ
ồ
の
良

い
所
ど
り
ỏ
運
行
区
間
は

南
城
市
内
ỏ
運
行
時
間
ỏ

毎
日
午
前
八
時
Ỗ
午
後
八

時
ỏ
利
用
対
象
者
は
南
城

市
民
ỏ
一
般
の
観
光
客
Ố

電
話
な
ど
で
事
前
に
予

約
を
し
て
乗
車
す
る

乗
合
型
の
新
し
い
交

通
シ
ス
テ
ム
で
す
Ố

十
名
乗
り
の
ワ
ゴ
ン

車
両
で
お
迎
え
に
行

き
ỏ
市
内
の
目
的
地

ま
で
お
送
り
す
る
ỏ

タ
ク
シ
ồ
の
便
利
さ

と
路
線
バ
ス
の
手
軽

さ
を
併
せ
も
ỳ
た
交

通
サ
ồ
ビ
ス
で
す
Ố

京
丹
後
市
や
ỏ
南

城
市
も
ỏ
松
川
町
に

取
り
込
め
そ
う
な
シ

ス
テ
ム
だ
と
思
ỳ
て
い
ま

す
Ố
ネ
ỽ
ト
を
使
ỳ
た
タ

ク
シ
ồ
代
わ
り
の
移
動
シ

ス
テ
ム
は
日
本
全
国
で
一

般
化
し
そ
う
で
す
Ố

松
川
町
も
バ
ス
会
社
と

タ
ク
シ
ồ
会
社
と
共
に
ỏ

住
民
に
寄
り
添
ỳ
た
交
通

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
い
る
Ố
将
来
は
ỏ

町
内
だ
け
で
な
く
隣
接
市

町
村
と
協
力
し
て
移
動
範

囲
の
広
域
化
と
コ
ス
ト
削

減
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
Ố一刻も早いデマンド化を
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議会だよりがアプリで見れる

年4回の定例会及び各臨時議会における内容、
特に一般質問に関しては図書館にて「松川町議
会会議録」としてご覧いただけます。

お知らせ

皆さまとつくる議会だより

★テーマ笑顔の表紙写真と俳句
★議会だよりに対するご意見や疑問などを
投稿してください。
文字数は300字～400字以内としてください。
掲載についての可否に対するお問い合わせは
ご遠慮願います。

樫原の宮下明三・文江夫妻、りんどうからダリアに
替えて12年目。結婚して44年、10棟のハウスでい
つも一緒だ。ようやく思うダリアの栽培が出来るま
でになったと言う。

日頃は「議会の時間」をご覧いただきありが
とうございます。広報広聴委員会広聴部とし
て、さらに良い番組作りをしていきたいと思
います。ご意見・ご要望はチャンネルＹＯＵ
または議会事務局までお願いします。

会議録は図書館で

一般質問は議員にとって、住民から重大
な関心と期待を持たれる大事な議員活動
です。町政全般にわたって執行機関に疑
問点を質し、所信の表明を求め、議員自
らの政策提言を行い、政治姿勢を明らか
にするものです。
質問の持ち時間はひとり２０分ですが
スペースの都合上、質問者の責任におい
て質問と答弁を要約して掲載しています。
本会議での傍聴をお待ちしております。

1 松井悦子議員（14ページ）
・町長の政治姿勢を問う

2 中平文夫議員（１５ページ）
・町長としての認識度の基準は
・運転免許の自主返納に対する対応策

3 大蔵 洋議員（16ページ）
・リニア建設工事を巡る生田地区への残土
置き場の対応は

・「元気センター（仮称）」の取組は

4 島田弘美議員（17ページ）
・就任 1ヶ月余り、町政を担って率直な
感想を聞きたい
・議会等公会議における発言について責
任度合の認識は
・高齢者福祉対策は

5 佐藤史人議員（18ページ）
・町民の声を町政にどう生かしていくのか
・町運営における総合計画とその策定は

6 黒澤哲郎議員（19ページ）
・行政のトップとしての役割と責任は
・選挙公約について
・所信表明の内容に関連する事項

町政を質す！
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松松松松松松井井井井井井悦悦悦悦悦悦松井悦子子子子子子子 議議議議議議員員員員員員 議員

（
問
）
町
長
は
当
選
時
に

報
道
関
係
者
に
「
新
人
が

現
職
を
破
る
の
は
町
に
問

題
が
あ
る
か
ら
だ
」
と
い

う
趣
旨
の
発
言
を
し
、
全

国
へ
報
道
さ
れ
た
。

し
か
し
、
町
の
ト
ッ
プ
が

こ
の
よ
う
な
言
葉
を
発
す

る
の
は
、松
川
町
の
イ
メ
ー

ジ
ダ
ウ
ン
に
な
り
、
悲
し

い
思
い
だ
。
言
動
に
は
気

を
付
け
て
欲
し
い
。

（
町
長
）
当
選
時
の
最
初

の
発
言
は
ま
ず
か
っ
た
と

反
省
し
て
い
る
。

　

現
在
は
一
切
そ
の
よ
う

な
発
言
は
せ
ず
、町
民
の
要

望
に
応
え
る
べ
く
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
話
し
て
い

る
。

（
問
）
町
長
は
盛
ん
に
自

分
の
若
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し

強
調
し
て
い
る
が
、政
治
に

年
齢
は
関
係
な
い
と
思
う
。

　

若
さ
を
利
点
と
考
え
る

根
拠
は
何
か
。

（
町
長
）
選
挙
中
、
若
さ

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
は
、

他
に
武
器
が
無
か
っ
た
か

ら
。

　

自
分
と
同
世
代
が
町
政

の
場
に
出
て
来
な
い
こ
と

を
歯
が
ゆ
く
思
っ
て
い
た

が
、
当
選
後
若
い
人
達
が

関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

　

そ
れ
は
、
自
分
が
出
馬

し
た
効
果
だ
と
思
う
。

（
要
望
）
若
い
の
で
体
力

は
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

　

寸
暇
を
惜
し
ん
で
町
内

町
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

矢
面
に
立
っ
て
責
任
を
取
る
覚
悟

問答

を
回
り
、
町
内
の
問
題
点

を
探
し
出
し
、
町
民
が
満

足
で
き
る
、
幸
福
感
を
感

じ
ら
れ
る
町
政
運
営
を
心

掛
け
て
欲
し
い
。

（
問
）
選
挙
中
の
チ
ラ
シ

に
「
自
分
は
層
の
厚
い
ブ

レ
ー
ン
を
持
っ
て
い
る
」

と
書
か
れ
て
あ
る
。

　

し
か
し
ブ
レ
ー
ン
と
の

関
係
が
時
と
し
て
腐
敗
を

招
く
こ
と
も
有
る
。

　

ブ
レ
ー
ン
と
の
利
害
に

惑
わ
さ
れ
る
こ
と
の
無
い

よ
う
、心
し
て
欲
し
い
が
。

（
町
長
）
皆
が
言
っ
て
い

る
と
い
う
の
は
、
実
は
数

人
で
あ
っ
た
り
、
自
身
の

意
見
だ
っ
た
り
す
る
こ
と

が
あ
る
と
、
理
解
す
る
。

　

利
害
関
係
が
入
ら
な
い

よ
う
に
慎
重
に
進
め
た
い
。

（
問
）
町
が
提
案
を
し
議

会
が
承
認
し
た
政
策
に
つ

い
て
は
余
程
の
こ
と
が
無

い
限
り
変
更
す
べ
き
で
は

な
い
。
町
政
が
滞
り
、
業

者
に
迷
惑
を
掛
け
、
町
の

信
用
を
無
く
す
。

　

政
策
提
案
の
時
点
で
裏

付
け
や
合
理
性
を
確
実
な

も
の
に
し
て
提
案
し
て
欲

し
い
。

（
町
長
）
基
本
的
に
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ

う
に
し
て
い
く
。
議
会
に

諮
り
進
め
て
い
き
た
い
。

（
問
）
広
報
な
ど
に「
役
場

を
変
え
る
」と
書
か
れ
て

あ
る
。ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

（
町
長
）
各
課
に
よ
っ
て

働
き
方
に
差
が
あ
っ
た
り

風
通
し
が
悪
く
な
っ
て
い

る
と
感
じ
る
。
縦
割
り
の

垣
根
を
越
え
て
議
論
で
き

る
役
場
に
し
た
い
。

（
問
）
町
民
が
役
場
に
対

し
て
一
番
望
む
の
は
法
律

や
条
例
に
従
い
、
間
違
い

の
な
い
仕
事
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
だ
。

　

そ
れ
と
、
優
秀
な
人
材

を
採
用
で
き
な
い
よ
う
で

は
町
政
へ
の
影
響
は
計
り

知
れ
な
い
。

そ
の
点
ど
う
か
。

（
町
長
）
ま
ず
最
初
に
起

案
し
た
職
員
の
考
え
に
間

違
い
が
無
い
か
チ
エ
ッ
ク

し
、
一
人
一
人
が
間
違
い

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
意
識

す
る
。

　

優
秀
な
人
材
確
保
に
つ

い
て
は
、
役
場
が
明
る
く

働
き
や
す
い
と
ネ
ッ
ト
や

口
コ
ミ
で
伝
わ
る
よ
う
な

役
場
に
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）
当
選
時
の
コ
メ
ン

ト
に
、「
太
陽
光
発
電
の

問
題
の
解
決
を
す
る
」
と

あ
っ
た
が
、
ど
う
進
め
る

の
か
。

　

家
の
真
横
に
大
規
模
な

太
陽
光
発
電
所
を
建
設
さ

れ
、
家
を
引
っ
越
し
た
い

と
考
え
る
ほ
ど
精
神
的
な

被
害
を
受
け
て
い
る
町
民

が
居
る
。
ど
う
、
対
応
す

る
の
か
。

（
町
長
）
し
っ
か
り
し
た

話
し
合
い
が
出
来
て
い
な

い
こ
と
と
感
じ
て
い
る
。

　

全
て
の
方
に
納
得
い
た

だ
け
な
い
と
し
て
も
、
そ

れ
な
ら
仕
方
が
な
い
な
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
た
い
。

（
住
民
税
務
課
長
）

　

太
陽
光
発
電
所
の
固
定

資
産
税
の
課
税
方
法
に
つ

い
て
は
、
平
成　

年
頃
か

２８

ら
協
議
を
し
て
い
た
が
、

監
査
委
員
か
ら
不
適
切
な

課
税
だ
と
の
指
摘
を
受
け

た
。
周
辺
市
町
村
の
状
況

を
見
る
中
で
不
動
産
鑑
定

士
の
意
見
を
参
考
に
平
成

　

年
度
か
ら
評
価
替
え
を

３０お
こ
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
評
価
、
固
定
資
産
税

課
税
は
き
ち
ん
と
し
た
方

法
に
な
っ
た
。
過
去
の
課

税
に
つ
い
て
は
２
件
の
訴

訟
を
起
こ
さ
れ
て
い
る
。
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（
問
）
訓
示
の
中
で
「
日
本

一
の
職
場
に
す
る
」
と
言

わ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
か
。

（
町
長
）
就
任
式
の
訓
示
は

役
場
職
員
へ
の
訓
示
と
思

い
そ
う
表
現
し
た
。
世
界

的
に
有
名
な
企
業
で
「
立

場
の
差
は
あ
っ
て
も
、
自

由
に
発
言
で
き
る
職
場
は

伸
び
て
い
る
」
そ
ん
な
町

を
め
ざ
す
。

（
問
）
働
き
や
す
い
職
場
に

と
言
わ
れ
た
が
、
働
き
に

く
い
職
場
と
感
じ
た
の
は

ど
の
よ
う
な
と
き
か
。

（
町
長
）
役
場
に
ず
っ
と
い

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、

庁
舎
内
で
、
親
し
い
仲
間

か
ら
の
情
報
で
、
提
案
し

づ
ら
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

（
問
）
気
軽
に
話
せ
る
職
員

か
ら
の
情
報
だ
け
で
な

く
、
意
見
と
し
て
聞
き
な

が
ら
消
化
し
て
い
く
必
要

性
が
あ
る
。
全
体
的
の
話

を
総
合
す
る
と
、
日
本
一

就
任
時
の
訓
示
、
記
者
会
見
町
長
と
し
て
の
認
識
は

職
員
向
け
の
訓
示
と
思
い
、あ
の
よ
う
な
表
現
で
あ
っ
た

問答

政
を
動
か
す
の
が
、
役
場

職
員
の
絶
対
的
使
命
で
あ

る
。
そ
れ
が
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

（
問
）
記
者
会
見
の
席
で

「
新
し
い
こ
と
を
始
め
る

前
に
、リ
ニ
ア
残
土
の
件

太
陽
光
発
電
課
税
の
件

を
、早
急
に
取
り
組
む
」と

言
わ
れ
た
。解
決
し
な
い

と
次
に
進
ま
な
い
の
か
。

（
町
長
）ま
ず
足
元
を
固
め

な
い
と
何
も
で
き
な
い
。
早

急
に
取
り
組
む
と
思
う
が
、

先
の
こ
と
は
や
ら
な
い
と

言
う
話
で
は
な
い
。

（
意
見
と
要
望
）
町
長
の

言
葉
は
非
常
に
重
い
、
外

に
出
た
言
葉
は
、
取
り
返

し
が
つ
か
な
い
。
町
長
と

し
て
の
歳
費
も
、
十
分
自

覚
し
、
二
元
代
表
制
で
あ

る
議
会
と
の
十
分
な
話
し

合
い
が
必
要
で
あ
る
。

免
許
自
主
返
納
者
へ
の

支
援
策
は

町
と
し
て
再
構
築
の
必
要
性
が
あ
る

問答
（
問
）高
齢
者
の
自
動
車
事

故
が
、
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
。
運
転
免
許
返
納

者
へ
、
ど
の
よ
う
な
支
援

体
制
が
な
さ
れ
て
い
る

か
。

（
保
健
福
祉
課
長
）平
成　
２７

年
よ
り
、
ひ
ま
わ
り
乗
車

券
で
対
応
し
て
い
る
。
県

の
取
組
と
し
て
、
タ
ク

シ
ー
利
用
の
場
合
、
料
金

の
一
割
引
き
で
利
用
が
で

き
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

返
納
者
ば
か
り
で
な

く
、
以
前
よ
り　

歳
以
上

６５

の
方
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
バ
ス
の
無
料
券
を

配
布
し
、対
応
し
て
い
る
。

（
問
）本
来
の
ひ
ま
わ
り
乗

車
券
の
利
用
基
準
は
。

（
保
健
福
祉
課
長
）重
度
心

身
障
害
者
及
び
一
人
暮
ら

し
の
高
齢
者
へ
の
、
交
通

手
段
を
確
保
す
る
の
が
目

的
で
あ
る
。
免
許
返
納
者

支
援
も
平
成　

年
よ
り

２７

行
っ
て
い
る
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

自
主
返
納
者
も
今
後
多
く

な
る
。
横
断
的
連
携
の
必

要
性
が
あ
る
。

（
問
）現
状
で
の
支
援
策
に

は
無
理
が
生
じ
て
い
る
。

今
後
は
「
急
発
進
防
止
装

置
」
購
入
補
助
等
を
含
め

て
、
町
単
位
で
は
な
く
、

県
へ
も
働
き
か
け
を
お
願

い
し
た
い
。

（
町
長
）今
後
自
主
返
納
者

も
伸
び
る
と
思
う
。
ご
不

便
を
か
け
な
い
方
向
性
を

検
討
す
る
。

（
意
見
と
要
望
）車
は
必
需

品
で
あ
り
、
死
活
問
題
で

あ
る
。
デ
マ
ン
ド
等
を
含

め
て
町
内
の
イ
ン
フ
ラ
整

備
な
ど
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
、
出
来
る
事
の
検

討
を
要
望
す
る
。

町長の言動は重い!!　言葉はひとり歩きする

小
手
先
の
提
案
で
は
な
く

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
提
案
を
錘

の
職
場
と
は

日
本
一
の
住

民
サ
ー
ビ
ス

の
町
の
こ
と

か
。

（
町
長
）
そ
う

唱
っ
て
し
ま

う
と
、
住
民

主
体
の
ま
ち

づ
く
り
と
は

離
れ
て
し
ま

う
。

（
意
見
）
住
民

の

話

を

聞

き
、
そ
れ
を

消
化
し
て
行
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（
問
）
就
任
後
の
報
道
へ
の

発
言
の
一
つ
と
し
て
、
リ

ニ
ア
新
幹
線
に
伴
な
う
残

土
置
き
場
の
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
し
な
い
と
、
新
し
い

こ
と
が
始
め
ら
れ
な
い
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
従
来

の
地
域
の
合
意
形
成
を
見

守
る
と
い
う
中
立
の
立
場

か
ら
、
町
が
主
導
し
て
方

向
性
を
示
す
の
か
。

（
町
長
）
私
自
身
が
早
く
何

と
か
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
い
う
気
持
ち
の
な
か

か
ら
発
言
を
し
た
。
町
は

中
立
の
立
場
で
地
域
の
合

意
を
図
っ
て
い
く
な
か
で
、

も
っ
と
深
く
お
手
伝
い
を

し
て
い
き
た
い
。
行
政
主

導
は
考
え
て
い
な
い
が
、

期
限
も
あ
り
最
終
的
に
は

私
の
責
任
で
決
断
し
た
い
。

（
問
）
生
東
区
は
３
ヶ
所
の

候
補
地
を
、
下
流
域
地
区

と
の
話
し
合
い
を
重
ね
る

な
か
で
、
１
ヶ
所
と
し
た
。

生
田
３
区
合
同
の
対
策
委

員
会
を
立
ち
上
げ
検
討
を

重
ね
て
き
て
い
る
。
生
東

区
で
は
今
、
こ
れ
以
上
の

譲
歩
は
で
き
な
い
。
下
流

域
が
受
け
入
れ
を
拒
否
す

る
よ
う
で
あ
れ
ば
地
域
が

割
れ
る
懸
念
も
発
生
し
て

い
る
が
。

（
町
長
）
地
域
が
割
れ
る
と

い
う
こ
と
を
一
番
危
惧
し

て
い
る
。
中
立
・
公
平
な

立
場
で
話
し
合
い
の
場
を

設
け
、
促
し
て
い
く
こ
と

以
外
、
今
は
で
き
な
い
。

（
問
）
県
・
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対

し
て
、
対
応
や
説
明
を
求

元
気
セ
ン
タ
ー
の

今
後
の
取
り
組
み
は

調
査
を
し
て
い
る
段
階

問答

め
て
い
く
と
表
明
。
具
体

的
に
は
。

（
町
長
）今
ま
で
も
求
め
て

き
た
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
が
、
繋
ぎ
役
が
う
ま
く

で
き
て
い
な
か
っ
た
の
か

と
思
っ
て
い
る
。
説
明
を

（
問
）地
域
共
生
社
会
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

を
も
っ
て
い
る
か
。

（
町
長
）行
政
が
全
て
段
取

を
し
て
、
地
域
に
こ
う
す

る
べ
き
だ
と
言
う
の
で
は

な
く
、
行
政
が
地
域
の
な

か
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
か
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
を
繋

ぎ
な
が
ら
皆
で
地
域
を
育

て
て
い
く
こ
と
か
と
理
解

し
て
い
る
。

（
問
）昨
年「
元
気
セ
ン
タ
ー

（
仮
称
）」
の
検
討
委
員
会

が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
設
計

コ
ン
ペ
も
終
了
し
建
設
委

員
会
立
ち
上
げ
の
段
階
に

き
て
い
る
。
新
し
い
町
長

の
誕
生
と
い
う
こ
と
で
ス

ト
ッ
プ
し
た
状
態
で
あ
る
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ん
で

い
た
だ
き
た
い
が
、
お
考

え
は
。

（
町
長
）利
用
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
対
象
の
方
た
ち
の
意

見
は
、
現
時
点
で
は
必
ず

し
も
歓
迎
と
い
う
方
向
で

は
な
い
。
今
の
私
と
し
て

は
判
断
で
き
な
い
。
調
査

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

（
保
健
福
祉
課
長
）今
後
の

多
様
な
選
択
肢
を
検
証
す

る
な
か
で
、
町
長
の
考
え

に
従
い
た
い
。

行
政
主
導
で
方
向
性
を
示
す
の
か

中
立
・
公
平
な
立
場
を
維
持

問答

求
め
る
だ
け
で
な
く
繋
ぐ

立
場
と
し
て
い
き
た
い
。

（
問
）町
全
体
の
理
解
・
合

意
が
必
要
だ
。
多
く
の
町

民
を
対
象
に
専
門
家
に
よ

る
学
習
会
開
催
を
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

地
域
の
合
意
形
成
を
第
一

に
考
え
、
町
全
体
の
合
意

を
図
る
上
で
必
要
で
あ
れ

ば
考
え
て
い
き
た
い
。

安全・安心の検証を

開設待たれる集いの広場
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（
問
）
県
下
最
年
少
町
長
と

し
て
期
待
も
大
き
い
。
一

方
で
一
部
町
民
か
ら
は
、

あ
の
若
さ
で
大
丈
夫
か
と

い
う
不
安
視
す
る
声
も
あ

る
。
業
務
に
携
わ
れ
て
み

て
現
状
で
の
感
想
、
思
い

は
。

（
町
長
）
行
政
経
験
の
な
い

も
の
が
、
行
政
に
入
っ
て

不
安
は
あ
っ
た
が
、
行
政

を
見
直
す
た
め
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

（
問
）
町
政
運
営
に
は
、

ス
ピ
ー
ド
感
と
決
断
力
が

要
求
さ
れ
る
と
思
う
が
、

ど
う
認
識
さ
れ
る
か
。

町
長
就
任
一
ヶ
月
余
り

率
直
な
感
想
と
思
い
は

町
政
を
担
っ
て
い
く
姿
を
見
せ
た
い

問答

（
町
長
）
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
た
決
断
力
は
大
事
。

大
き
な
こ
と
は
、
議
会
等

に
お
諮
り
し
な
が
ら
決
断

し
て
い
き
た
い
。

（
問
）女
性
の
感
性
を
生
か

す
た
め
に
も
女
性
課
長
を

登
用
が
必
要
と
の
認
識
の

も
と
質
問
し
た
経
緯
が
あ

る
。
平
成
三
十
一
年
に
一

こ
れ
に
関
し
て
の
説
明
は

さ
れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ

か
。

（
総
務
課
長
）理
事
者
の
考

え
方
も
あ
り
、
こ
の
場
で

は
言
え
な
い
が
、
約
束
が

が
守
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

に
対
し
て
は
大
変
申
し
訳

け
な
く
思
っ
て
い
る
。
特

に
人
事
権
に
絡
む
問
題
に

つ
い
て
は
、
課
長
答
弁
は

控
え
る
べ
き
で
、
慎
重
に

行
う
べ
き
も
の
と
痛
感
し

て
い
る
。

（
町
長
）各
課
長
と
の
情
報

共
有
を
図
る
こ
と
や
、
議

会
が
終
っ
た
か
ら
と
云
っ

て
終
る
も
の
で
な
く
出
さ

れ
た
意
見
を
検
証
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

（
問
）高
齢
人
口
が
増
加
す

る
な
か
、
地
域
活
力
を
高

め
る
た
め
に
一
体
何
が
必

要
か
。
便
宜
を
応
援
す
る

た
め
に
何
が
で
き
る
か
。

（
総
務
産
業
建
設
課
長
）

　

以
前
商
工
会
で
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
行
い
、

種
々
検
討
さ
れ
た
経
緯
が

あ
る
が
、
体
制
づ
く
り
や

車
輌
確
保
な
ど
維
持
管
理

町政の根幹を成す重要な審議決定をする議場

公
式
会
議
で
の
課
長
等
管
理
職
の
発
言
は

重
い
と
認
識
す
る
が
責
任
度
合
は

町
長
に
代
っ
て
発
言
す
る
こ
と
で
あ
り
極
め
て
重
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る

問答

名
登
用
す
る
旨
の
発
言
を

さ
れ
た
。
議
事
録
に
も
そ

の
旨
が
明
記
さ
れ
て
い

る
。

　

今
年
三
月
人
事
異
動
の

一
覧
表
が
配
布
さ
れ
た

が
、
約
束
が
守
ら
れ
ず
、

高
齢
者
福
祉
型
商
業
に
対
応
を
ど
う
考
え
る

買
い
物
は
楽
し
み
と
い
う
人
が
多
い

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
関
係
機
関
と
協
議
す
る

問答

等
経
費
課
題
も
あ
り
実
施

に
至
ら
な
か
っ
た
。
上
片

桐
地
区
で
週
三
回
、
登
録

者
に
限
り
移
動
販
売
で
好

評
だ
が
、
採
算
面
で
大
変

と
聞
い
て
い
る
。
高
齢
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め

に
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
問
）買
い
物
の
代
金
を
支

払
う
行
為
は
認
知
症
予
防

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
。

（
町
長
）祖
父
を
介
護
し
た

経
験
か
ら
感
じ
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
大
事
な
こ
と
と

思
う
。
具
体
策
は
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
が
、
皆
ん

な
で
一
緒
に
考
え
て
い
き

た
い
。

（
要
望
）お
年
寄
り
の
活
動

は
地
域
活
力
に
つ
な
が

る
。
ぜ
ひ
福
祉
型
商
業
に

向
け
て
の
施
策
を
。
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（
問
）
町
民
の
要
望
や
意
見

は
ど
う
聞
く
の
か
。

（
町
長
）
二
つ
の
や
り
方
が

あ
る
。
一
つ
は
、
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
や
ラ
イ
ン
な
ど
の

ネ
ッ
ト
の
活
用
。
気
軽
に

意
見
が
出
せ
吸
い
上
げ
や

す
い
が
、
直
接
話
す
の
と

違
い
、
伝
え
た
い
事
が
伝

わ
ら
な
い
欠
点
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
は
、
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
な
ど
の
場
で

直
接
意
見
を
聞
く
こ
と
を

徹
底
す
る
。
地
区
の
会
合

や
町
の
行
事
に
出
席
す
る

中
で
、
直
接
目
を
合
わ
せ

て
、
顔
を
合
わ
せ
て
話
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

意
見
を
聞
い
て
い
く
。

町
民
の
声
を
町
政
に
ど
う
生
か
す
の
か

あ
ら
ゆ
る
手
段
で
集
め
議
論
す
る

問答

（
問
）ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

は
ど
う
進
め
る
方
針
か
。

（
町
長
）
す
べ
て
の
自
治
会

に
出
席
す
る
予
定
。
懇
談

会
の
席
が
、
役
場
職
員
側

と
住
民
側
が
対
面
す
る
形

式
で
や
っ
て
い
る
。
も
う

少
し
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
話

が
で
き
る
、
建
設
的
な
意

見
の
出
し
や
す
い
場
に
変

え
た
い
と
思
い
勉
強
中
。

（
問
）
地
区
の
会
合
や
町
の

行
事
に
参
加
し
な
い
町
民

の
要
望
や
意
見
は
。

（
町
長
）
ま
ち
づ
く
り
懇
談

会
に
お
い
て
は
、男
性
の
出

席
者
が
圧
倒
的
に
多
い
。ま

た
町
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、そ

の
場
に
来
ら
れ
な
い
方
が

大
多
数
で
あ
る
。

　

今
の
段
階
で
各
戸
訪
問

は
厳
し
い
。
ネ
ッ
ト
も
し

な
い
、
会
合
や
行
事
に
も

参
加
し
な
い
方
々
へ
の
対

策
は
大
切
で
あ
り
課
題
。

（
問
）ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
の
会
議
で
出
席
者
に

終
了
後
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

と
る
の
は
良
い
が
、
そ
の

会
議
で
配
布
す
る
資
料
や

デ
ー
タ
が
重
要
で
必
要
だ

と
思
う
が
。

（
町
長
）各
自
治
会
に
よ
っ

て
抱
え
て
い
る
課
題
や
話

題
が
全
く
違
う
。
今
は
、

昨
年
度
ま
で
の
流
れ
の
中

で
従
前
ど
お
り
の
や
り
方

で
実
施
し
て
い
る
。
今
後

検
討
し
て
い
く
。

（
問
）
町
の
広
報
・
町
長

の
発
信
の
場
と
し
て
月
一

回
の
町
民
へ
の
定
例
会
見

を
提
案
す
る
が
。

（
町
長
）今
の
段
階
で
は
考

え
て
い
な
い
。
町
の
課
題

や
問
題
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
定
期
的
に
知
ら
せ

る
場
は
必
要
だ
し
欲
し

い
。
チ
ャ
ン
ネ
ル
ユ
ー
の

「
町
長
の
部
屋
」を
相
談
中
。

（
問
）総
合
計
画
の
町
政
の

中
で
の
位
置
付
け
は
。

（
町
長
）第
五
次
総
合
計
画

の
策
定
に
「
地
域
づ
く
り

会
議
」と
し
て
関
わ
っ
た
。

町
に
と
っ
て
の
会
社
に
例

え
れ
ば
経
営
理
念
だ
と

思
っ
て
お
り
、
町
長
に

な
っ
て
も
こ
の
思
い
は
変

わ
ら
な
い
。
自
分
の
気
持

ち
の
入
っ
た
経
営
理
念
を

も
と
に
町
の
運
営
を
４
年

間
行
う
。

（
問
）総
合
計
画
の
事
業
評

価
は
い
つ
行
う
の
か
。

（
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
長
）

　

７
月
に
行
政
評
価
委
員

会
に
よ
る
外
部
評
価
を
行

う
。各
委
員
は
、選
出
さ
れ

た
有
識
者
か
ら
構
成
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
評
価
や
反

省
点
に
基
づ
き
策
定
に
向

け
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
、

従
来
の
方
針
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
変
更
は
な
い
。

（
問
）策
定
に
お
い
て
の
新

し
い
取
り
組
み
は
。

（
町
長
）評
価
の
資
料
が
分

厚
く
な
っ
て
い
て
、
評
価

す
る
際
に
難
し
い
事
業
も

あ
る
。
ス
リ
ム
化
す
る
こ

と
に
よ
り
十
分
時
間
が
取

れ
、
策
定
の
元
に
つ
な
が

る
評
価
に
な
る
よ
う
取
り

組
む
方
向
で
進
め
る
。

（
問
）住
民
主
体
の
ま
ち
づ

く
り
と
町
が
考
え
る
ま
ち

づ
く
り
と
は
。

（
町
長
）住
民
主
体
の
ま
ち

づ
く
り
は
、
住
民
が
こ
う

し
た
い
と
い
う
夢
に
向
っ

て
行
政
が
ど
う
手
伝
い
を

で
き
る
か
と
い
う
立
場
。

　

町
の
考
え
る
ま
ち
づ
く

り
は
、
や
は
り
そ
う
は

言
っ
て
も
国
や
県
で
決
め

た
事
を
粛
々
と
や
っ
て
い

く
こ
と
が
主
で
あ
り
、
そ

れ
が
日
本
全
体
を
統
一
を

と
る
と
い
う
意
味
で
の
基

本
。
地
方
創
生
の
中
で
も

行
政
の
事
務
事
業
が
町
が

や
る
ま
ち
づ
く
り
か
な
と

思
う
。
両
方
の
ま
ち
づ
く

り
で
「
良
い
町
」
が
目
標
。

４月の雪災害を受けた竹林整備事業
地元住人有志ボランティアによる

“地域づくり”
松川自治会

町
運
営
に
お
け
る
総
合
計
画
と
そ
の
策
定
は

第
五
次
総
合
計
画
の
改
訂
版
と
し
て
策
定
す
る

問答
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（
問
）
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し

て
の
役
割
と
責
任
は
。
行

政
と
議
会
の
違
い
を
含
め

て
お
聞
き
す
る
。

（
町
長
）
未
来
の
方
向
性
を

示
し
な
が
ら
、
常
に
修
正

を
し
て
い
く
、
ま
た
、

や
っ
た
こ
と
へ
の
責
任
を

と
っ
て
い
く
と
い
う
の
が

ト
ッ
プ
の
仕
事
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

（
問
）
選
挙
で
は
理
想
や
希

望
を
語
っ
て
い
た
が
、
今

は
行
政
の
長
と
し
て
住
民

福
祉
の
た
め
に
ど
う
業
務

を
執
行
し
て
い
く
か
し
っ

か
り
自
覚
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
選
挙
チ
ラ
シ
に
は

ど
う
実
現
す
る
の
か
具
体
的
手
法
は
？

腹
案
は
持
っ
て
い
る
答
弁
は
控
え
る

問答

「
和
」
を
強
調
し
住
民
と

の
対
話
で
意
見
を
ま
と
め

て
い
く
と
あ
る
が
千
差
万

別
の
意
見
を
ど
う
一
つ
に

ま
と
め
「
和
」
と
し
て
い

く
の
か
。

（
町
長
）
全
て
の
方
が
納
得

す
る
こ
と
は
な
い
と
思
っ

て
い
る
が
対
話
に
よ
っ
て

そ
れ
な
ら
仕
方
が
な
い
と

思
っ
て
い
た
だ
き
前
に
進

ん
で
い
く
こ
と
が
一
つ
に

な
る
と
い
う
こ
と
。

（
問
）
選
挙
公
報
に
は
５
つ

の
公
約
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。
公
約
を
実
現
す
る
た

め
に
は
プ
ラ
ン
、
具
体
策

が
必
要
だ
が
所
信
表
明
で

も
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で

答
弁
い
た
だ
き
た
い
。

（
町
長
）
腹
案
は
持
っ
て
い

る
が
絵
に
描
い
た
餅
に
し

た
く
な
い
し
一
人
歩
き
し

て
貰
い
た
く
な
い
の
で
控

え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

（
問
）町
長
は
具
体
策
を
示

さ
な
い
こ
と
の
た
め
に
布

石
を
打
っ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
。
中
途
半
端
な
理

解
で
進
め
る
と
町
の
不
利

益
に
な
る
と
か
、
課
長
や

町
民
に
意
見
を
聞
き
な
が

ら
な
ど
と
自
分
の
考
え
を

示
さ
な
い
。
後
か
ら
意
見

を
言
う
の
は
誰
で
も
で
き

る
。
そ
し
て
議
論
は
何
も

な
い
と
こ
ろ
か
ら
は
進
ま

な
い
。
自
分
で
出
し
た
公

約
だ
、
持
っ
て
い
る
な
ら

具
体
策
を
示
す
べ
き
。

（
町
長
）１
番
の
世
代
交
代

活
性
化
は
、
こ
れ
選
挙
の

公
約
で
す
の
で
、
町
の
世

代
交
代
は
確
か
に
で
き
ま

し
た
。
次
の
世
代
が
育
っ

て
な
い
、
そ
こ
に
関
す
る

施
策
を
や
っ
て
い
き
た

い
。
２
番
目
の
子
育
て
世

代
が
担
う
行
政
は
、
子
育

て
し
て
い
る
ト
ッ
プ
が
い

る
と
言
う
こ
と
で
子
育
て

機
関
も
社
会
参
画
で
き
る

と
言
う
こ
と
に
繋
げ
て
い

き
た
い
。
３
番
目
の
子
供

が
戻
る
町
は
、
支
え
る
人

口
が
、
あ
る
程
度
多
く
な

け
れ
ば
何
も
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
、
若
者
が

戻
っ
て
来
て
く
れ
る
町
に

変
え
て
い
く
と
い
う
こ

と
。
４
番
の
高
齢
者
活
躍

で
き
る
町
は
、
さ
ま
ざ
ま

の
分
野
の
最
先
端
で
働
い

て
い
た
方
を
地
域
の
力
に

変
え
ら
れ
な
い
か
な
と
話

し
を
し
て
い
る
。
５
番
の

住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

は
、
今
日
既
に
話
し
を
し

て
い
る
の
で
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

（
問
）こ
の
答
弁
で
は
具
体

的
施
策
が
何
も
見
え
て
こ

な
い
。
所
信
表
明
で
は
任

期
４
年
間
で
何
を
す
る
の

か
、
そ
の
た
め
に
今
年
度

は
ど
う
進
め
る
の
か
、
社

会
資
本
整
備
、
福
祉
政

策
、
教
育
政
策
な
ど
、
方

向
性
と
政
策
を
示
す
べ
き

で
、
９
月
の
定
例
議
会
に

は
公
約
実
現
の
具
体
策
と

共
に
き
ち
ん
と
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。
ま
た
、

新
聞
の
質
問
記
事
に
お
い

て
行
政
経
験
の
無
い
の
は

強
み
だ
と
答
え
て
い
る

が
、
そ
の
真
意
は
。

（
町
長
）
去
年
ど
お
り
と
い

う
話
し
が
通
用
し
な
い
私

と
の
会
話
の
中
で
根
本
か

ら
も
う
一
度
、
改
め
て
再

認
識
で
き
る
と
い
う
場
に

な
る
こ
と
が
強
み
と
言
え

る
の
で
は
と
思
う
。

（
問
）
執
行
現
場
の
長
と
し

て
は
未
経
験
は
大
き
な
ハ

ン
デ
だ
。
役
場
の
ベ
テ
ラ

ン
職
員
に
し
て
み
れ
ば
町

長
は
中
途
採
用
の
新
入
社

員
で
負
担
増
だ
、
と
思
っ

て
い
る
者
も
い
る
。
人
間

関
係
も
複
雑
で
ど
う
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
日
本

一
の
職
場
に
す
る
の
か
。

（
町
長
）
そ
う
い
う
方
は
い

な
い
と
自
分
は
思
っ
て
お

り
ま
す
が
、
か
も
し
れ
な

い
っ
て
い
う
の
が
大
切
な

の
で
、
受
け
と
め
な
が
ら

人
間
関
係
の
環
境
を
良
く

し
て
い
き
た
い
。

（
意
見
）
政
策
を
実
現
す
る

に
は
職
員
が
一
番
大
事

だ
。
組
織
や
人
間
関
係
は

一
朝
一
夕
に
は
い
か
な
い

難
し
い
問
題
。
行
政
の
長

は
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
部
下

に
と
っ
て
は
指
導
者
で
も

あ
る
。
所
信
表
明
最
後
に

自
分
の
成
長
す
る
姿
を
見

せ
続
け
る
こ
と
を
約
束
す

る
と
発
言
さ
れ
た
。
町
民

が
望
む
の
は
町
長
の
成
長

で
は
な
い
。
結
果
だ
。
役

場
は
学
校
や
訓
練
の
場
で

は
な
い
。
執
行
機
関
だ
。

し
っ
か
り
認
識
し
自
覚
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
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中 平 文 夫
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松 井 悦 子

森 谷 岩 夫

川瀬八十治

米 山 郁 子

　

県
内
の
首
長
の
う
ち
最
も
若
い
町

長
が
誕
生
し
、
初
の
定
例
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
多
く
の
町
民
の
皆
様
の

期
待
は
大
き
く
、議
場
も
大
勢
の
傍
聴
者
で
盛

況
で
し
た
。
議
会
も
あ
ま
り
に
も
若
い
町
長
で

戸
惑
い
も
あ
り
ま
す
が
、協
力
し
て
松
川
町
の

未
来
の
た
め
に
議
論
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
初
々
し
く
、率
直
な
物
言
い
に
好
感
が
持

て
ま
し
た
。
町
で
一
番
輝
く
職
場
に
な
れ
る
よ

う
、
職
員
の
皆
様
に
も
「
決
断
を
す
る
町
長
」

を
本
気
に
な
っ
て
支
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

（
森
谷　

岩
夫
）

2019.7.15
N
o.144

米
山
俊
孝

　

生
ま
れ
は
京
都
府
、
大
学
時
代

は
香
川
県
で
過
ご
し
、
就
職
先
の

松
本
市
に
引
っ
越
し
て
き
ま
し
た
。

　

仕
事
の
関
係
で
訪
れ
た
飯
田
市

で
松
川
町
出
身
の
妻
と
知
り
合
い
、

結
婚
を
機
に
お
互
い
の
職
場
の
中

間
地
点
で
あ
り
、
妻
の
実
家
も
あ

る
こ
の
松
川
町
で
新
生
活
を
始
め

ま
し
た
。

　

そ
れ
ま
で
南
信
は
訪
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
晴
天

率
が
高
く
、
積
雪
量
も
少
な
い
の

で
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

住
ん
で
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は

一
年
中
新
鮮
で
お
い
し
い
果
物
が

食
べ
ら
れ
る
こ
と
！
高
速
道
路
か

ら
見
え
る
看
板
「
く
だ
も
の
の
里

ま
つ
か
わ
」
に
納
得
し
ま
し
た
。

　

二
人
の
子
ど
も
に
恵
ま
れ
、
今

は
仕
事
と
育
児
に
追
わ
れ
る
毎
日

で
す
が
、
休
み
の
日
に
は
庭
で

プ
ー
ル
や
花
火
、
城
山
に
登
っ
て

か
く
れ
ん
ぼ
や
木
の
実
を
拾
っ
た

り
し
て
、
子
ど
も
達
と
夢
中
で
遊

ん
で
い
ま
す
。

　

去
年
か
ら
は
町
の
後
援
事
業
で

あ
る「
あ
そ
び
の
楽
校
ま
つ
か
わ
」

に
娘
と
二
人
で
参
加
し
て
い
ま
す
。

松
川
青
年
の
家
周
辺
で
焚
火
、
お

餅
つ
き
、
雪
だ
る
ま
作
り
を
す
る

な
ど
、
出
来
そ
う
で
出
来
な
い
自

然
経
験
を
す
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

く
れ
る
事
業
に
非
常
に
感
謝
し
て

い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
娘
が
私
の
趣
味
で

あ
る
釣
り
に
興
味
を
持
ち
始
め
た

の
で
、
近
い
将
来
、
町
内
の
清
流

で
釣
り
デ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
先
も
子
ど
も
達
が
伸

び
伸
び
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

に
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

住
ん
で
納
得　
 
く
だ
も
の
の
里
ま
つ
か
わ

!!

城 
北　

足　

立　

裕　

尚


